







Survey of Mejiro University Library usage




Directly supporting student’s studies and actively participating in classes are two of the 
most important roles of university libraries. This paper examines the relation between the 
Mejiro Gakuen Educational Foundation Library (Mejiro University Library) and Mejiro 
University classes. Results from web questionnaires administered to students and the 
inferences drawn on observing students at the library indicated that, at present, Mejiro 
University Library is not sufficiently active in participating in classes. Furthermore, the exam sʼ 
results showed that Mejiro University students are difficult to set a theme.  Thus, the present 
paper suggests that university classes need to use the library more effectively to improve 
their information utilization abilities.
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図３	 どの授業で図書館 行くよう指示されましたか 
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（３）図書館内での学生の行動調査
新宿図書館は通常の授業期間で１日400人程
度の利用者数であるのに対し、試験期間中には
１日700人程度に増加するように9）、利用者数
は時期によって大きく変動している。
前述したwebアンケートの結果から分かる
ように、学生の本学図書館の利用目的は多岐に
渡る。本学図書館が学生にとってどのような役
割を担っているかについて知る手掛かりとし
て、実際に学生が本学図書館のどこで、どのよ
うに過ごしているかを調査した。著者は平成
27年度秋学期から平成28年度春学期10）にかけ
て、目視により計61回調査した。場所別の利
用者の合計人数は図６11）のとおりである。
図４　新宿図書館の主な利用目的（1年生）
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図４	 新宿図書館の主な利用目的（1年生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５　新宿図書館の主な利用目的（2年生）
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図５	 新宿図書館の主な利用目的（2年生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６　新宿図書館の利用者合計人数（場所別）
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図６	 新宿図書館の利用者合計人数（場所別） 
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調査中、最も利用されていた場所は館内入口
付近のPCコーナー（正式名称は「閲覧室」だ
が、本稿では混乱を避けるためPCコーナーと
表記する）であった。現在、館内でのPC利用
はPCコーナーのみで許可されているため12）、
PCコーナーの利用者のうち82.8％が備え付け
のデスクトップPCや貸出用ノートPCを利用
していた。本学には情報教育ラウンジやメディ
アプラザ等の、学生が自由にPCを利用できる
場所があるが、レポート課題提出の時期には満
席に近い状態となる場合がある。そのような場
合は特に、PCを使用したい学生の図書館利用
が増加するものと考えられる。次に利用者が多
かった場所は２階閲覧室である。ここでは利用
者の57.7％が勉強をしており、33.2％が睡眠等
の休憩をとっていた。
学生の行動を「勉強」「PC」「休憩」「読書」
「ブラウジング（本稿では着席せずに書架を眺
めている状態とする）」「その他」に大別し集計
した、調査一回あたりの平均人数の結果が図７
である。
試験期間には勉強している人数が多くなる
が、試験期間外では勉強、PC、休憩での利用
者が比較的多く、人数には大きな差は見られな
かった。学生の行動で特徴的であるのは、学習
室の利用者の59％が複数人のグループで何か
しらの作業を行なっていたことである。学生が
自ら学ぶ学習の重要性が再認識されている現
在、図書館による積極的な学習支援の一環とし
て、多様な学習スタイルを可能にする「場」を
提供するラーニング・コモンズ整備の動きも広
がっている13）が、本学図書館にはまだラーニ
ング・コモンズは設置されていない。しかし学
習室にはドアがあるため、他の閲覧室より密閉
性が高く、多少グループで声を出しても周りに
迷惑をかけにくいという理由から、グループで
協同作業等を行なう場合は学習室をいわばラー
ニング・コモンズのように利用していると考え
られる。
３．本学学生に合わせた図書館の利用促進に向
けて
前述した調査から、本学学生は授業で図書館
に行くように指示された際等、受動的に図書館
を利用していることが比較的多い状況や、学生
にとって図書館は自習の場所やPCを使用でき
る場所といった役割を担っている現状があるこ
とが分かった。
本学の学生に合わせた図書館利用を促進する
ための方法を検討するにあたり、学生の学習時
のどのような際に支援が必要であるかを具体的
に探るため、平成27年度秋学期の「情報活用
演習Ⅱ」履修者51人（初回授業欠席者）に対
し、以下の課題を出題した。
（１）設問
【問１】自分の興味のある事柄について調べた
いテーマ（○○の○○について）を一つ自由
に考えなさい。
【問２】問１で考えたテーマについて有益な情
報が記載されていそうな本をインターネット
検索して探し、検索したサイト名と本の情報
図７　本学図書館での学生の行動（平均）
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図７	 本学図書館での学生の行動（平均） 
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（著者名、タイトル、出版者、出版年）を可
能な限り多く記載しなさい。
【問３】目白大学図書館に行き、棚を見て、問
１で考えたテーマについて有益な情報が記載
されていそうな資料を探し、問２で挙げた資
料以外の本の情報（著者名、タイトル、出版
者、出版年）を可能な限り多く挙げなさい。
また、テーマに関する部分が書いてある章や
ページ番号も記載すること。
【問４（任意）】図書館で本を調べた感想を記載
すること。
（２）結果
この課題の結果は図８のようになった。問２
では50.9％の学生が、インターネット検索によ
って自ら設定したテーマについて書かれている
本について５から９冊の本を探し出すことがで
きた。一方で問３では、約80％の学生が本学
図書館で０から４冊を探すことができたと回答
した。なお、図書館で１冊も探すことができな
かったと回答した学生は、17.6％であった。
（３）考察
この課題の結果がすべての本学学生の傾向に
当てはまるとはいえないが、前述のとおり「本
学図書館でテーマに関連する資料を１冊も探す
ことができなかった」と回答した学生が複数い
ることから、学生自らテーマ（問い）を設定す
る力が不足している学生が一定数存在すると考
えられる。また、そのように回答した学生の問
２（インターネット検索）の結果では、87％
の学生が本のタイトルに自分が設定したテーマ
の文言そのものが入っている資料を列挙してい
ることから、「自分の設定したテーマの文言が
本のタイトルに入っていない資料は無関係であ
る」と考える学生がいると考えられる。これ
は、情報の収集・分析について、より具体的に
事例を挙げて説明する等の支援が必要であると
いえる。これらの結果から、授業で図書館利用
を促すにあたり、「○○について調べ考察せよ」
といったような大まかな指示だけでは、十分に
情報を広く深く収集することは困難である可能
性がある。このような学生に合わせて授業を展
開することや、図書館での情報教育の必要があ
ると考えられる。
４．おわりに
大学での教育が、授業を受けるだけでなく、
より能動的で自発的な学習が重視されるように
なってきている。授業で習ったことの復習や予
習、さらに発展して物事を調べ、理解を深める
ために図書館で自学自習を行なうことは有効で
あり、これによって培われる力は、社会に出て
からの問題解決能力に繋がると考えられる。
今回、本学シラバスの内容や学生へのアンケ
ート調査等の分析から、現在授業と図書館が積
極的に連携しているとはいえない状況であるこ
とを述べた。また、本学図書館での学生の行動
調査等の結果から、本学図書館を利用する主な
きっかけは、授業で指示される等の受動的な利
用が多いと考えられるということが判明した。
現在、学生にとって本学図書館は主に自習や
図８　学生が見つけた冊数の比較
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図８	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PC利用の場として利用されているが、学習室
はグループ学習をする一部学生にとってはラー
ニング・コモンズのような役割を担っているこ
とが考えられる。今後、本学図書館でも学生同
士が学び合う場としてのラーニング・コモンズ
の整備が期待される。基礎教育科目である「情
報活用演習Ⅱ」での課題をとおして、自ら問い
を立てることや情報収集が難しい学生に合わせ
た利用の支援が求められることが分かった。入
館者数や滞在時間、貸出冊数等の統計データだ
けからは見えにくい、本学学生の行動や状況を
より踏まえた上で、授業と図書館との連携方法
を探ることが今後の課題である。
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